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東海再処理施設の工程洗浄（低濃度 Pu 溶液の取出し）では、スチームジェットによる送液時における Pu

ポリマーの生成リスクを解消させるため、U 溶液を混合し U/Pu 比を使用済燃料溶解液の値以上に調製した。 
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1. 緒言  

東海再処理施設の廃止措置において、工程に残存する回収可能な核燃料物質を取り出す工程洗浄のうち、

低濃度 Pu 溶液の取出しでは、MOX 粉末にするための関連設備の再稼働（点検整備）に係る労力、期間（約

2 年）に有用性がなく、高放射性廃液 （HAW）として廃棄することとした。HAW としての廃棄では、使用済

燃料の再処理運転時には用いないスチームジェットによる低濃度 Pu 溶液の送液を行うが、蒸気との接触によ

る低濃度 Pu 溶液の温度上昇及び酸濃度の低下により Pu ポリマーの生成による臨界のリスクを伴う（図 1） 

[1] [2]。このため、Pu ポリマーの生成抑制を目的とした、U 溶液混合による送液を試みた。 

2. 低濃度 Pu 溶液の処理方法 

文献[3] [4]では U 共存下で U が Pu ポリマーの

生成を抑制することが示されているが、U/Pu 比

のしきい値については明確ではなかった。そこ

で、使用済燃料溶解液のスチームジェット送液

時の U/Pu 比 59 を基に、安全裕度を考慮し U/Pu

比 70 以上となるよう低濃度 Pu 溶液と U 溶液を

混合調製後に送液した。また、Pu ポリマーが生

成した場合の対策として、解重合反応により Pu

ポリマーを解消できるように、事前に送液先貯

槽の酸濃度（受入後約 5 mol/L）を調製した[1]。 

3. 低濃度 Pu 溶液の処理結果 

低濃度 Pu 溶液と U 溶液の混合は、溶液中の U/Pu 比が 88 以上に調製され、その後のスチームジェットに

よる送液前後の複数回のサンプリング分析、観察において有意な Pu の減少はなく Pu ポリマーの生成は認め

られず、Pu ポリマー生成防止対策及び Pu ポリマー生成時の解消対策は有効であった。これらの処置対策に

より、臨界安全上問題なく、工程内に残留していた殆どの低濃度 Pu 溶液を HAW へ廃棄し処理を完遂させた。 
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